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第１章 検査所の概要 

１． 沿 革 

明治 42 年 7 月 『鹿児島市営と畜場』を鹿児島郡伊敷村字松木川原に設置 

大正 9 年 10 月 伊敷村の一部合併により経営権を伊敷村へ移譲 

大正 13 年 7 月 と畜場を伊敷村下伊敷 557‐2 に移転し、名称を『伊敷村営屠場』へ 

昭和 25 年 10 月 
伊敷村との全面合併により、経営権を鹿児島市へ移行 

と畜検査業務は保健所公衆保健課が所管 

昭和 32 年 10 月 と畜場を郡元町 2411（現：新栄町 22-34）に移転 

昭和 34 年 10 月 機構改革により所管を中央保健所公衆保健課から中央保健所公衆衛生課へ変更 

昭和 46 年 10 月 中央保健所公衆衛生課に食肉検査係を新設 

昭和 50 年 2 月 試験検査室の新築 

昭和 53 年 2 月 病畜棟の新築、検査員事務室の増築 

平成 4 年 4 月 食肉検査係から食肉検査課に昇格 

平成 8 年 4 月 鹿児島市が中核市へ移行 

平成 8 年 10 月 と畜場を新栄町 22-34 から下福元町 7852 に移転 

平成 9 年 4 月 食肉検査課から食肉衛生検査所へ改称 

平成 11 年 1 月 と畜場が対香港輸出豚肉取扱施設として認定 

平成 12 年 4 月 
機構改革により環境局中央保健所食肉衛生検査所から 

健康福祉局保健所食肉衛生検査所へ変更 

平成 15 年 4 月 と畜場を民営化し、名称を『鹿児島食肉センター』へ 

平成 19 年 2 月 試験検査室等の増築 

平成 22 年 4 月 
と畜場が対タイ輸出牛肉取扱施設として認定 

と畜場が対マカオ輸出牛肉取扱施設として認定 

平成 26 年 9 月 と畜場が対ベトナム輸出牛肉取扱施設として認定 

平成 30 年 8 月 と畜場が対ミャンマー輸出牛肉取扱施設として認定 

平成 30 年 10 月 と畜場が ISO22000 を取得 

令和 2 年 2 月 と畜場が対ベトナム輸出豚肉取扱施設として認定 

令和 4 年 10 月 と畜場が対台湾輸出牛肉取扱施設として認定 
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２．所在地 

 

V vvvvvvvvvvvvvvvvvvvｖ名  称 鹿児島市食肉衛生検査所（鹿児島食肉センター内） 
郵便番号 ８９１－０１４４ 

住  所 鹿児島市下福元町７８５２ 

電  話 （０９９）２６２－２１１６ 

Ｆ Ａ Ｘ （０９９）２６２－４９４０ 

     ｅｍａｉｌ  syokuniku@city.kagoshima.lg.jp 

 

 

アクセス方法 

 

①電車を利用 

  ＪＲ鹿児島中央駅より、ＪＲ指宿枕崎線「指宿行き」に乗車、ＪＲ五位野駅で下車 

ＪＲ五位野駅から鹿児島食肉センターまでタクシーで約５分、徒歩で約２０分 

 

②航空を利用 

鹿児島空港よりバス利用の場合 

高速バス（直行便）でＪＲ鹿児島中央駅まで約４０分 その後電車を利用 
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健 康 福 祉 局 

保 健 部 保 健 政 策 課 

生 活 衛 生 課 

保 健 予 防 課 

北 部 保 健 セ ン タ ー 

東 部 保 健 セ ン タ ー 

西 部 保 健 セ ン タ ー 

中 央 保 健 セ ン タ ー 

南 部 保 健 セ ン タ ー 

保 健 環 境 試 験 所 

食 肉 衛 生 検 査 所 

保 健 支 援 課  

 

３．組織機構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

４．職員構成 

令和 4年 4月 1日現在 

職  名 所長 主幹 主査 主任 獣医師 主任 会計年度任用職員 
合計 

職  種 獣 医 師 事務 補助員 事務 

人  数 1 名 1 名 6 名 3 名 2 名 1 名 10 名 1 名 25 名 

                                

５．事務分掌 
 

鹿児島市組織及び事務分掌等に関する規則（抜粋）  

               

(1) と畜場法に基づくと畜検査及び衛生指導に関すること。 

(2) 食品衛生法に基づく監視指導、収去・検査及び措置に関すること。 

（他の所掌に係るものを除く。） 

(3) 手数料の収納に関すること。 

(4) 公印の保管に関すること。 

(5) その他所に属する軽易な庶務に関すること。 

食鳥検査については、市保健所生活衛生課食品衛生係が所掌し、指定検査機関の公益財団法人鹿児島

市獣医公衆衛生協会に検査業務を委任している。  



 

4 

 

６．検査手数料等 

（１）と畜検査手数料 

(1 頭あたりの料金） 

 

 

 

 

平成 19年 4 月 1日から適用   

 

（２）と畜場使用料・とさつ解体料 

(1 頭あたりの料金） 

令和元年 10 月 1日から適用 

区　　分 時間内 時間外

牛・馬 760円 1,520円

子牛・子馬 380円 760円

豚 350円 700円

乳とく・めん羊・山羊 170円 340円

時間内 時間外

2,244円 3,366円

1,122円 1,683円

1,122円 1,683円

1,265円

242円 363円

5,286円 8,597円

3,258円 6,996円

皮剥ぎ 3,503円

湯剥ぎ

（機  械）    1,453円

（手剥ぎ）    1,879円 4,678円

湯剥ぎ 1,453円

1,602円 5,340円

と
さ
つ
解
体
料

豚

普通 705円

大豚
皮剥ぎ

子牛・子馬

区　　分

と
畜
場
使
用
料

牛・馬

豚
皮剥ぎ

乳とく・めん羊・山羊

牛・馬

子牛・子馬

乳とく・めん羊・山羊

湯剥ぎ
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７．食肉衛生検査所管理棟平面図 

 

 

管理棟 １階 

 

 

 

 

管理棟 ２階 
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管理棟 ３階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(BSE) 
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８．主要検査機器     

 

 

乾熱滅菌器 インキュベーター 

マグネットスターラー 高圧蒸気滅菌器 実体顕微鏡 

位相差顕微鏡 嫌気培養器 ディープフリーザー 

高速冷却遠心機 ディスカッション顕微鏡 保冷庫 

冷蔵ショーケース バイオクリーンベンチ 試験管攪拌器 

ストマッカー 

湯煎器 ＤＮＡ増幅装置 紫外線照射装置 

アルミブロック恒温槽 微量電子天秤 

ミキサー 

電気泳動装置 電気泳動ゲル撮影装置 

安全キャビネット 

ピペット洗浄器 

超音波洗浄機 

水分測定器 電子分析天秤 

高速液体クロマトグラフシステム 

ロータリーエバポレーター 

ｐＨメーター アスピレーター 分液ロートシェーカー 

卓上型生化学検査システム 超高速ホモジナイザー 

自動固定包埋装置 病理組織検査用顕微鏡システム パラフィン包埋ブロック作成装置 

クリオスタットミクロトーム 組織固定用振とう器 パラフィン伸展器 

滑走式ミクロトーム 

マイクロプレートリーダー 組織・細胞破砕装置 

マイクロプレートウォッシャー インキュベーター 高速冷却遠心機 

安全キャビネット アルミブロック恒温槽 電子天秤 

ディープフリーザー 

試験管撹拌機 

微 
生 
物 
検 
査 
関 
係 

Ｂ 

 
Ｓ 
Ｅ 
検 
査 
関 
係 

病 
理 
検 
査 
関 
係 

理 
化 
学 
検 
査 
関 
係 

インキュベーター 

冷蔵ショーケース 

卓上型ドラフト 
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９．鹿児島食肉センターの概要 
 

（１）敷地面積 29,846.61 ㎡ (9,044 坪)  

（２）建築面積 11,076.96 ㎡        

（３）延床面積 14,461.16 ㎡ 

  

・本 館 棟           12,353.78 ㎡  
                                  （㎡） 

 大動物 小動物 共  用 合計 

とさつ解体       
施    設 

係留バース 1,740 

 

7,233 

係留施設    369    958  

と室・解体室    323    926  

内臓処理室    144    264  

休憩室・工作室・廊下等 2,509 

冷蔵室    205    257    462 

部分肉処理加工施設    929 1,985    824 3,738 

共用施設（冷凍機械室、医務室等）   920 920 

合計 1,670 4,690 5,993 12,353 

       
・管 理 棟            967.60 ㎡      

・病 畜 棟            262.50 ㎡   

・廃 棄 物 処 理 棟            420.00 ㎡    

・受 水 槽 棟            75.56 ㎡  

・汚 水 処 理 棟            381.72 ㎡ 
 

（４）処理能力 

 大  動  物 小  動  物 

けい留所収容 57 頭     1,000頭     

とさつ・解体 80 頭／日 1,300頭／日 

懸肉・予冷  1,300頭／日 

冷却・冷蔵 200頭    
1,900頭     

（部分肉処理加工施設含む） 

部分肉処理加工 45 頭／日 400頭／日 
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第２章 と畜検査業務の概要 

 

1．と畜検査頭数 

（１）年度別と畜検査頭数 

 
注）子牛は生後 1年未満の牛をいう。 

 

（２）年度別と畜検査頭数の推移 

時間内 外 時間内 外 時間内 外 時間内 外

25年度 18,191 90 6 0 0 0 219,180 36 237,503

26年度 16,719 101 14 3 0 0 194,150 21 211,008

27年度 16,846 109 12 2 0 0 196,935 35 213,939

28年度 15,131 102 3 0 0 0 208,772 28 224,036

29年度 14,840 85 10 1 0 0 215,869 28 230,833

30年度 15,015 91 6 0 0 0 220,662 23 235,797

元年度 14,244 91 4 0 0 0 219,002 11 233,352

2年度 14,950 105 7 0 0 0 210,511 11 225,584

3年度 14,327 120 16 2 0 0 225,328 20 239,813

14,541 120 14 0 0 0 218,878 7

4年度 233,560

牛 子牛 馬 豚
合計

14,661 14 0
218,885

14,675 0
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（３）月別と畜検査頭数 

 

 

（４）月別と畜検査頭数の推移 

 

時間内 外 時間内 外 時間内 外

4月 1,146 12 1 0 17,847 1 19,007

5月 1,198 12 1 0 18,273 0 19,484

6月 1,239 15 0 0 18,317 0 19,571

7月 1,281 9 2 0 17,511 0 18,803

8月 1,002 9 2 0 17,858 1 18,872

9月 1,169 14 1 0 17,995 2 19,181

10月 1,167 10 1 0 18,062 2 19,242

11月 1,467 9 1 0 19,571 0 21,048

12月 1,407 5 2 0 20,091 0 21,505

1月 1,216 7 2 0 17,629 1 18,855

2月 1,077 8 0 0 16,917 0 18,002

3月 1,172 10 1 0 18,807 0 19,990

合計 14,541 120 14 0 218,878 7 233,560

合計
豚牛 子牛
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（５）出荷地別と畜検査頭数 

  

牛の出荷地 豚の出荷地 

和牛 
乳牛 

その他 子牛 総数 ％ 豚 ％ 
雌 雄 

鹿 児 島 地 区 543 17 0 2 1 563 3.84  242  0.11  

指 宿 地 区 1,195 0 0 429 2 1,626 11.08  20,482  9.36  

川 辺 地 区 1,086 29 1 148 4 1,268 8.64  56,320  25.74  

日 置 地 区 852 16 0 22 0 890 6.06  0  0.00  

薩 摩 地 区 1,003 14 0 546 4 1,567 10.68  20,356  9.30  

出 水 地 区 1,113 6 0 0 0 1,119 7.63 10,049  4.59  

伊 佐 地 区 494 145 0 154 1 794 5.41  4,054  1.85  

姶 良 地 区 509 84 0 281 0 874 5.96  7,069  3.23  

曽 於 地 区 406 46 0 119 0 571 3.89  30,741  14.04  

肝 属 地 区 2,119 115 0 1 0 2,235 15.23  35,553  16.24  

熊 毛 地 区 56 6 0 0 0 62 0.42  132  0.06  

大 島 地 区 22 0 0 0 1 23 0.16  253  0.12  

宮 崎 県 715 700 1 570 0 1,986 13.53  24,669  11.27  

熊 本 県 122 152 1 126 0 401 2.73  8,940  4.08  

そ の 他 287 164 0 244 1 696 4.74  25  0.01  

合計 10,522 1,494 3 2,642 14 14,675 100 218,885  100  

 

（６）湯剥ぎ、皮剥ぎ頭数の推移（豚） 

 

（令和） （平成） 
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２．と畜検査結果に基づく措置 

 （１）とさつ禁止又は廃棄の疾病別頭数 

 
 

禁　  止

全部廃棄 88 0.60 42 6 16 8 4 12 88

一部廃棄 10,952 74.70 10 2 10,214 1,618 1,665 13,509

禁 　 止

全部廃棄 1 7.14 1 1

一部廃棄 11 78.57 11 1 12

禁　  止

全部廃棄 729 0.33 6 13 411 187 14 3 69 6 20 729

一部廃棄 132,945 60.74 10 130,369 2,234 5,758 138,371

合
計

233,560 144,726 6 13 42 10 417 203 22 7 82 18 140,594 3,872 7,424 152,710

豚 218,885

牛 14,661

子
牛

14

処
分
実
頭
数

豚

コ

レ

ラ

細　菌　病

ブ

ル

セ

ラ

病

％

と
畜
場
内
と
さ
つ
頭
数

炭

疽

疾　　　病　　別　　頭　　　数

種
　
　
　
　
　
別

破

傷

風

処
　
分
　
内
　
容

尿

毒

症

そ

の

他

サ

ル

モ

ネ

ラ

症

の

う

虫

病

そ

の

他

放

線

菌

病

膿

毒

症

ジ

ス

ト

マ

病

頭数

腫

瘍

合
計

豚

丹

毒

結

核

病

そ

の

他

そ

の

他

そ  の  他  の  疾  病

敗

血

症

炎

症

又

は

炎

症

産

物

に

よ

る

汚

染

水

腫

黄

疸

中

毒

諸

症

変

性

又

は

萎

縮

ｳｲﾙｽ 寄生虫病
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（２）年度別全部廃棄頭数の推移 

牛 

 

 

 

豚 

 

27 28 29 30 元 2 3 4

7 4 9 10 10 9 7 6

8 10 3 11 12 13 13 16

2 9 6 13 13 11 16 8

4 4 7 6 3 5 4

11 12 8 7 7 9 16 13

1 5 8 3 5 3

2 1 3 3 1 1

28 17 33 56 43 29 54 42

1 1

62 53 70 115 97 80 116 89計

膿 毒 症

敗 血 症

　　　　　 年度
疾病

牛 伝 染 性 リ ン パ 腫

そ の 他

尿 毒 症

高 度 の 黄 疸

高 度 の 水 腫

腫 瘍

変 性 又 は 萎 縮

炎症又は炎症産物

27 28 29 30 元 2 3 4

231 283 361 400 481 311 283 411

75 80 151 306 205 163 217 187

11 8 11 28 28 11 9 14

38 31 26 41 15 202 45 6

5 6 5 22 9 5 8 3

32 52 63 72 97 48 41 69

4 6 11 16 16 6 3 6

21 30 19 20 26 6 6 20

18 66 14 15 7 13

417 496 665 971 891 767 619 729

変 性 又 は 萎 縮

そ の 他

計

尿 毒 症

豚 丹 毒

高 度 の 黄 疸

高 度 の 水 腫

サ ル モ ネ ラ 症

炎症又は炎症産物

敗 血 症

　　　　　 年度
疾病

腫 瘍

膿 毒 症
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（３）牛の全部廃棄状況 

月別全部廃棄頭数 

 

（子牛含む） 

 

 全部廃棄の疾病別割合 

 

膿

毒

症

敗

血

症

尿

毒

症

高

度

の

黄

疸

高

度

の

水

腫

腫

瘍

炎

症

又

は

炎

症

産

物

に

よ

る

汚

染

変

性

又

は

萎

縮

そ

の

他

牛

伝

染

性

リ

ン

パ

腫

合
　
　
計

4月 1 1 1 3

5月 1 1 5 7

6月 2 4 1 1 6 14

7月 2 1 1 3 7

8月 1 2 1 1 5

9月 1 1 1 2 5

10月 1 1 3 5

11月 1 1 1 2 1 6

12月 2 2 7 11

1月 2 1 5 8

2月 2 1 6 9

3月 2 1 3 3 9

合計 6 16 8 4 13 42 89

牛
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（４）豚の全部廃棄状況 

月別全部廃棄頭数 

 

全部廃棄の疾病別割合 

  

豚

丹

毒

膿

毒

症

敗

血

症

尿

毒

症

高

度

の

黄

疸

高

度

の

水

腫

腫

瘍

炎

症

又

は

炎

症

産

物

に

よ

る

汚

染

変

性

又

は

萎

縮

サ

ル

モ

ネ

ラ

症

そ

の

他

合
　
　
計

4月 14 18 7 39

5月 31 27 1 2 1 62

6月 24 19 1 1 1 46

7月 1 36 19 2 4 1 3 66

8月 34 16 3 1 5 2 1 62

9月 1 62 8 2 4 2 5 2 86

10月 1 39 10 1 5 1 57

11月 1 38 18 2 14 1 2 1 77

12月 34 12 3 4 3 56

1月 2 28 17 3 1 2 2 55

2月 33 9 1 6 7 56

3月 38 14 14 1 67

合計 6 411 187 14 3 69 6 20 13 729

豚
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３．精密検査実施状況 

（１）枝肉の拭き取り検査 

 

 

 

 

（２）抗菌性物質の残留検査 

①抗菌性物質の残留疑いの検査                   

,                                                

                          

              ②疾病疑いによる保留での検査  

 

③モニタリング検査結果（厚生労働省通知に基づく検査） 

食  品 検査検体数 
検査項目 

検査結果 
抗生物質(系統) 動物用医薬品(薬剤) 

牛の筋肉 5 4 55 
検出せず 

豚の筋肉 8 4 55 

 

(検体数) 

※抗生物質簡易検査 4系統（ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ系、ｱﾐﾉｸﾞﾘｺｼﾄﾞ系、ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系、ﾍﾟﾆｼﾘﾝ系） 
 
 

55 20 55
55 55
110 20 110計

豚

腸内細菌科
菌群

　　　　　項目
種別

腸管出血性
大腸菌

一般細菌数

牛

牛 子　牛 豚 計
445 12 581 1,038

頭　数 1 0 13 14
枝　肉 0 0 7 7
肝　臓 1 0 6 7
腎　臓 1 0 13 14

食品衛生法適用 0 0 0 0
自 主 廃 棄 0 0 7 7

区分　　　   　　　　畜種

検　査　頭　数

検 査 結 果
（陽性）

処 分 状 況
備　　考

牛 子　牛 豚 計
119 2 916 1,037

頭　数 4 0 14 18
枝　肉 1 0 7 8
肝　臓 1 0 5 6
腎　臓 4 0 13 17

食品衛生法適用 0 0 0 0

他の疾病名で
全 部 廃 棄 1 0 13 14

自 主 廃 棄 0 0 0 0

検 査 結 果

検　査　頭　数
区分　　　   　　　　畜種

処 分 状 況
(検査結果が
陽性の症例
について)

備　　考
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（３）ＢＳＥ（牛海綿状脳症）の検査 

 牛 

（子牛を含む） 
ＢＳＥ検査頭数 ＢＳＥ検査対象 

平成 30 年度 15,112 3 
24 か月齢以上の牛で神経症状等を

呈する牛※ 

令和元年度 14,339 1 
24 か月齢以上の牛で神経症状等を

呈する牛※ 

令和 2年度 14,957 0 
24 か月齢以上の牛で神経症状等を

呈する牛※ 

令和 3年度 14,465 0 
24 か月齢以上の牛で神経症状等を

呈する牛※ 

令和 4年度 14,675 0 
24 か月齢以上の牛で神経症状等を

呈する牛※ 

※平成 29年 4月から健康牛については廃止。24か月齢以上の牛のうち、生体検査において神

経症状等を呈するものについて、と畜検査員が必要と判断する場合に実施する。 

 

 

 

４．輸出食肉に係る業務 

  牛肉の輸出状況 

 

豚肉の輸出状況 

 

 

 

 

 

 

(検体数) 

件数
重量
(ｔ)

件数
重量
（ｔ)

件数
重量
(ｔ)

件数
重量
(ｔ)

件数
重量
(ｔ)

令和元年度 47 21.0 17 6.6 12 4.0 - - 76 31.6

令和2年度 52 24.1 8 4.1 19 8.9 - - 79 37.1

令和3年度 83 38.4 14 11.4 32 22.0 - - 129 71.8

令和4年度 111 56.7 12 9.1 29 28.0 14 12.1 166 105.9

タイ マカオ ベトナム 台湾 合計

　

件数
重量
（kg)

件数
重量
(kg)

件数
重量
(kg)

令和2年度 1 58.6 3 329.9 4 388.5

令和3年度 4 1635.0 2 238.1 6 1873.1

令和4年度 0 0 4 209.8 4 209.8

ベトナム 合計マカオ
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第３章  調査研究、研修等 

 

１．調査研究部会 
 

鹿児島県食肉衛生検査所協議会の三部会に参加し、それぞれのテーマについて調査・研究・

情報交換等を行った。 

 

年  月 テーマ 場 所 

令和 4年 6、10、 

11 月 

令和 5年 2月 

<微生物部会> 

・ＬＡＭＰ法を利用した牛伝染性リンパ腫

の診断、ＰＣＲ研修、外部検証に係る微

生物検査結果の活用状況について  

鹿児島県末吉食肉衛生検査所 

鹿児島県大口食肉衛生検査所 

鹿児島県獣医師会館    

<病理部会> 

・牛伝染性リンパ腫のスタンプ標本の作製及

び診断の研修 

<理化学部会> 

・HPLC 研修、分別推定法研修、合成抗菌

剤の一斉分析について 

 

 

２．職員の技術研修等 

   

検査員の資質向上のため、研修会へ参加した。 

 

年  月 業務研修の内容 場 所 

令和 4 年 7 月 令和 4年度獣医公衆衛生技術研修会 書面開催 

令和 4年 10 月 九州地区食肉衛生検査所協議会大会研修会 書面開催 

令和 5 年 2 月 令和 4年度食肉及び食鳥肉衛生研究発表会 Web 開催 



 

 

令和4年度 業務概要 

令和5年8月 発行 

 

鹿児島市食肉衛生検査所 

〒891-0144 

鹿児島市下福元町7852 

TEL 099(262)2116 

FAX 099(262)4940 

 

 

施設配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 


